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　12 月 4 日に、町民シアターでインディゴコレクション 2016 を開催しました。この催しは、「藍」の魅力を伝え、日常に
取り入れていただくことを目的に企画したファッションショーです。
　公募によって選ばれた、幼稚園児から大学生までの総勢51人のモデルが、持参した藍染品を身につけて参加し、訪れた
観客 220 人を魅了しました。

42.9歳

34,951人（+　0）

16,854人（－  1）

18,097人（＋  1）

13,919戸（+  8）

5,373人（－ 1）

7,796人（+16）

心ひかれる Japan Blue

藍の魅力を
再発信！

撮影：三木恭典氏（三木写真舘）

－



新しい民生委員・児童委員さんを紹介します
　任期満了に伴う藍住町民生委員・児童委員の改選が行われ、平成28年12月1日付けで厚生
労働大臣から次の方々に委嘱されました。
　相談のある方は、担当地区の委員へ気軽にお申し出ください。（順不同・敬称略）

吉原　良司
笠木東・町営笠木団地・杉尾
自治会・杉尾東団地

國永　さき
住吉第３団地・藤ノ木団地・
藤ノ木台団地・南藤ノ木団地

井出　信雄
すみよし団地

萬藤　保子
安任

楠川　志津江
町内全域

岡田　政和
笠木西・町営安任団地・瑞穂
西団地

新居　悦子
千鳥東自治会・宮内・中村・
町営中村団地・神蔵南団地

濵　忠幸
矢上原・矢上原第１団地・矢
上原第２団地

芝　弘枝
乙瀬東・乙瀬北・中田団地・
町営乙瀬団地・大住ハイツ・
乙瀬乾団地

河野　学
町内全域

浦本　佳重
笠木団地・寿団地・東野団地・
笠木東野団地

山田　隆廣
住吉中筋西・住吉中筋東

安山　政子
矢上北・ＫＳＴ．ＢＬ

森　ヨシ子
乙瀬西・青木北団地・出来地
東団地・出来地西団地

稲井　めぐみ
町内全域

山本　きみ子
江ノ口東・江ノ口西・江ノ口・
ゆたか団地・町営安任北団地・
町営江ノ口団地

武知　文子
池ノ淵・畑中・若宮団地・若
宮ふれあい団地

中山　重喜
矢上西・双葉団地・シーリン
グテクノ社宅

住友　浩次
乙瀬中・乙瀬団地・青木西団
地・青木団地

住友　和夫
町内全域

渡邊　章
敷地・瑞穂団地・住吉北団地・
珍成

板東　菊子
奥野ニュータウン・住吉中央
団地・神蔵団地

中野　桂子
春日・春日東・春日北・春日
森団地・新春日森団地

▪▪▪▪▪▪▪▪　主 任 児 童 委 員　▪▪▪▪▪▪▪▪

zumia 2№８75広報あいずみ　■



新しい民生委員・児童委員さんを紹介します
　任期満了に伴う藍住町民生委員・児童委員の改選が行われ、平成28年12月1日付けで厚生
労働大臣から次の方々に委嘱されました。
　相談のある方は、担当地区の委員へ気軽にお申し出ください。（順不同・敬称略）

秋永　芳江
猪熊・猪熊北・矢上前団地・
矢上前北団地

米本　正子
原・四軒屋・ジェイテクト社宅

大磯　日出夫
祖母ケ島東・祖母ケ島西・雇
用促進住宅・陽光台団地

中村　博之
新居須南・新居須北・新居須
北団地・新居須西団地

新田　博史
本村（東）・本村中団地

吉田　正子
幸島団地・幸島会北・県営幸
島団地・正喜地西団地

田中　佐世子
乾・乾分譲

吉田　照美
大塚・東郷・西郷

佐藤　和夫
前須東・前須西

石川　文彦
成瀬南団地・藍寿苑・竹ノ瀬
南・藍西団地・竹ノ瀬南団地

田村　八重子
本村（西）

上野　進
南成長団地・成長平和団地・
成長団地・ニュータウン西勝
地・はなみずき団地

岡本　廣數
西乾・町営中富団地

井浦　芳文
敷地東・敷地西・藍愛自治会

黒上　隆男
小塚東・小塚西・小塚団地・
南小塚・名田橋ハイツ

片山　佳代子
若葉台団地・北傍示団地・中
新田団地

宮本　和子
勝瑞東・勝瑞西・林アパート

大西　俶子
成長南団地・中成長団地・こ
ばと団地・友成ハイツ・勝瑞
団地

髙田　繁美
東前川・前川・和田・奥野東

髙畑　シナ子
龍池北自治会・龍池東自治会・
町営敷地団地

山田　貴美子
徳命東・徳命西

前田　弘
成瀬南・穂実団地

中林　忠司
正喜地・専売団地・正喜地団地

中道　きく江
新田東・馬木東・馬木西・ロ
イヤルハイツ

吉本　隆
中筋・西中筋・町営原団地

村上　順子
龍池・龍池西自治会

佐藤　勝俊
名田東・名田西・名田団地

小原　惠子
竹ノ瀬北・成瀬北

岩佐　京子
みどりヶ丘団地・リッチランド

福永　髙治
馬木南・町営馬木団地・南陽
団地・馬木西地団地
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　会社や個人事業主から給与の支払を受けた場合は、給与の支払者から源泉徴収票を必ず交付してもら
ってください。
　また、給与の支払者は、請求の有無を問わず、法の規定により源泉徴収票を必ず交付しなければなり
ません。
　なお、確定申告など税に関する手続をする際に源泉徴収票を紛失していると再発行が必要となる場合
がありますので、交付された源泉徴収票は大切に保管すると同時に、記載内容に誤りがないか確認して
ください。

問  税務課（☎637・3117）

税務課からのお知らせ
源泉徴収票は大切に保管してください

【
国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
が
お
得
で
す
】

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振

替
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額

が
大
き
い
6
か
月
前
納
・
1
年
前
納
・
2
年

前
納
や
、
月
々
50
円
割
引
と
な
る
早
割
制
度

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納
付
書
又

は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を

持
参
の
う
え
、
ご
希
望
の
金
融
機
関
又
は
徳

島
北
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
国
民
年
金
保
険
料
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
も
納
付
で
き
ま
す
】

　

平
成
29
年
4
月
か
ら
は
、
新
た
に
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
も
2
年
前
納
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
す
ま
す
便
利
な
納
付

方
法
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
有
効
期
限
を
迎
え
る
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
場
合
、
更
新
時
に
改
め
て
手
続

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
ご
希
望
の
方

又
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
を
迎

え
る
方
は
徳
島
北
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

徳
島
北
年
金
事
務
所

（
☎
6
5
5
・
0
2
0
0
）

　
　
町
住
民
課 

（
☎
6
3
7
・
3
1
1
3
）

ハ
〜
イ
こ
く
ね
ん
で
す
！

　会社や個人事業主が人を雇って給与を支払った場合、翌年の1月31日までに市町村へ「給与支払報告
書」を提出することが法律により義務付けられています。
　また、給与を受け取った方が既に退職している場合でも、原則として市町村への「給与支払報告書」の
提出が必要となります。
　提出しなかった場合や、虚偽の記載をした報告書を提出した場合は、1年以下の懲役又は50万円以下
の罰金に処される可能性がありますので、ご注意ください。

給与支払報告書の提出準備はお済みですか？

　確定申告で、障害者控除の適用を受けるためには、障害者手帳・療育手帳等の提示又は障害者控除対
象者認定書（健康推進課で一定の要件を満たした方に交付されます）の添付が必要となります。該当す
る場合は、忘れずにご用意ください。

障害者控除の適用

●申告者本人に必要な書類等
･マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方は
　カードの提示とカードの写し（両面）の提出が必要です。
　※ご自宅等からe-Taxで送信すれば、本人確認書類の提示又は写しの提出が不要です。
・マイナンバーカードをお持ちでない方は
　番号確認書類と身元確認書類（右図参照）の提示と写しの提出が必要です。
●代理人が申告する場合に必要なこと
　申告者本人分の必要書類の写しの持参、被扶養者・専従者のマイナンバーの
記載に加え、代理人の方の身分証明書の提示が必要です。

平成28年分以降の確定申告書等にはマイナンバーの
記載、提示、写しの添付等が必要です

番号確認書類

身元確認書類
+

【ご本人のマイナンバーを確認できる書類】

【記載したマイナンバーの持ち主であることを確認できる書類】

・通知カード
・住民票の写し（マイナンバーの記載があるもの）
 
       などのうちいずれか 1つ

・運転免許証　・医療保険の被保険者証
・パスポート　・身体障害者手帳
・在留カード　　などのいずれか1つ
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福祉手当を支給します

問  福祉課（☎637・3114）

　町では、毎年12月に福祉手当を支給しています。
　受給要件に該当する方には、申請書を今月中旬に送付します。なお、
これまでに受給されていない方で、次の要件に該当すると思われる場合
は、早めにお問い合わせください。

受給要件　12月1日現在、本町に引き続き1年以上居住し、次の
条件に該当する方

①疾病等により、おおむね1年以上自宅で寝たきりの65歳以上の
方を常に介護している家族
②療育手帳A又はB1の交付を受けている方を扶養している保護者
③要件②以外の方で、児童相談所等において、知能指数がおおむ
ね50以下と判定された方を扶養している保護者（特別児童扶養
手当受給者）
④身体障害者手帳1又は2級の交付を受けている方
⑤精神障害者手帳1級の交付を受けている方
⑥ひとり親家庭等で18歳未満（高校3年生まで）の児童を扶養する方
⑦18歳未満(高校3年生まで)の交通遺児を扶養する方
※児童扶養手当現況届を提出されていない「ひとり親家庭等」に
該当される方については、ご本人からの申請が必要です。
支給期間　12月20日（火）・21日（水）午前9時～午後5時
場　　所　住民相談室（福祉課横）
※混雑を避けるため、支給日を指定しています。都合の悪い方は、
12月22日（木）以降（土、日、祝日、年末年始除く）にお越しください。

成人式のご案内
　次の日程で成人式を行います。

日　時　平成29年 1月 8日（日）
　　　　午前11時（午前10時から受付開始）　

場　所　町民会館

対象者　平成 8年 4月 2日～
平成9年 4月1日生まれの方

※記念撮影は式典終了後に行います。
※住民票が他市区町村にある方で、本町での成人式に出席を希望される場合
は、ご連絡をお願いします。
※当日は、混雑が予想されるため、会場周辺は会場位置図のとおり一方通行
となります。
※お車の駐車は、福祉センター周辺又は合同庁舎駐車場をご利用ください。

問　教育委員会（☎637・3128）

町
民
会
館

阿波
銀行

会
場
位
置
図

図書館

藍住中学校

町民体育館

藍
住
町
合
同
庁
舎

正法寺川

商
工
会

送迎車のみ
進入可

女性センター

（通行止め）

今 月 の 納 税
　12月は、国民健康保険税（6期）の納
付月です。納め忘れのないよう注意し
ましょう。

　　納期限　12月26日（月）

※口座振替をご利用の方は、前日まで
に口座へご入金ください。
問  税務課（☎637・3117）
　　　　　　　　　　　　　　　　
今月の保険料の納付のお知らせ

　12月は介護保険料（6期）と後期高齢者
医療保険料（5期）の納付月です。普通徴
収の方の納期限は、次のとおりです。

　　介護保険料　12月26日（月）

　 後期高齢者医療保険料　平成29年1月4日（水）

※口座振替をご利用の方は、前日まで
に口座へご入金ください。

※特別徴収の方は、12月受給の年金か
ら天引きされます。
問  健康推進課（☎637・3115）
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　支給対象者は平成28年 1月1日において本町に住民登録されてい
る方で、平成28年度分の住民税（町県民税）が課税されていない方。
ただし、住民税が課税されている方の扶養となっている場合、又は生
活保護制度の被保護者である場合などは対象外です。提出書類など
詳細は広報あいずみ 8月号又は町ホームページをご覧ください。

問  申請方法に関するお問い合わせ　福祉課（☎637・3114）
　　制度に関するお問い合わせ
 厚生労働省専用ダイヤル（☎0570・037・192）

平成28年度臨時福祉給付金及び年金生活者等
支援臨時福祉給付金（障害・遺族基礎年金
受給者向け）の申請を受け付けています

●支 給 額　臨時福祉給付金…1人につき 3千円
　　　　　　 年金生活者等支援臨時福祉給付金（障害・遺族基

礎年金受給者向け）…1人につき 3万円
　　　　　　※ ただし、高齢者向け給付金（年金生活者等支援

臨時福祉給付金）の支給を受けた方は除きます。
●申 請 先　福祉課
●申請期限　平成29年 1月31日（火）まで
●受付時間　午前 9時～午後 5時（土・日・祝日・年末年始除く）

　

冬
期
は
、
宅
内
の
水
道

が
凍
結
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

凍
結
さ
せ
て
し
ま
う
と

水
道
が
使
用
で
き
な
く
な

る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
凍
結
が
原
因
に

よ
る
漏
水
が
発
生
し
、
修
理
費
用
や
水
道
料

金
な
ど
多
額
の
出
費
が
伴
い
ま
す
。

●
夜
の
冷
え
込
み
に
ご
注
意

　

気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
水
道
管
が
破

裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
多
い
の
は

次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
。

・
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

・
水
道
管
が
北
向
き
に
あ
る
と
こ
ろ

・
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道
管

●
凍
結
を
防
ぐ
に
は

　

水
道
管
に
保
温
材（
布
や
毛
布
で
も
良
い
）

を
巻
き
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ル
テ
ー
プ
な
ど

を
巻
い
て
防
水
す
る
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

布
や
毛
布
が
濡
れ
る
と
逆
効
果
に
な
る
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
で
な
い
と
き
は

　

自
然
に
溶
け
る
ま
で
待
っ
て
い
た
だ
く
か
、

タ
オ
ル
な
ど
を
巻
き
付
け
て
そ
の
上
か
ら
ゆ

っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
水
道
管
が
破
裂
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
止
水
栓
を

閉
め
、
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

水
道
課
（
☎
6
3
7
・
3
1
3
1
）

水
道
管
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
や
免
許
証
返
納

後
に
お
け
る
交
通
手
段
の
確
保
を
図
る
た
め

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
に
対
し
て
、
路

線
バ
ス
の
運
賃
の
割
引
制
度
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

【
運
賃
割
引
内
容
等
】

対
象
バ
ス
会
社
　

　

徳
島
バ
ス
（
鳴
門
市
と
小
松
島
市
委
託
路

線
等
を
含
む
）、
四
国
交
通
、
徳
島
バ
ス
阿
南
、

徳
島
バ
ス
南
部
、
徳
島
市
営
バ
ス
（
徳
島
市

交
通
局
）、 

鳴
門
市
地
域
バ
ス
、が
運
行
す
る

全
路
線 

※
高
速
バ
ス
路
線
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

対
象
者　

　

次
の
①
②
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
し
た
方

①
年
齢
が
65
歳
以
上

② 

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
、「
運
転
経
歴

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
た
方

割
引
内
容

　

現
金
又
は
回
数
券
利
用
者
に
対
し
、
通
常

運
賃
の
半
額
を
適
用

※
定
期
券
は
割
引
対
象
外
で
す
。

割
引
方
法

　

バ
ス
降
車
時
に
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
を

提
示

割
引
開
始
日　

平
成
29
年
1
月
1
日（
日
・
祝
）

「
免
許
証
自
主
返
納
制
度
」「
運
転
経
歴
書
」

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

　
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

（
☎
6
9
9
・
0
1
1
0
）

※ 

各
バ
ス
会
社
の
詳
細
な
「
割
引
内
容
」
等

に
つ
い
て
は
、
各
バ
ス
会
社
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課
（
☎
6
3
7
・
3
1
1
1
）

65
歳
以
上
の
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
者
に
バ
ス
運
賃
の

「
半
額
割
引
」が
適
用
さ
れ
ま
す

水丸くん

 水を大切に！

平成28年度健康づくり
朝食アイデア献立最優秀作品

　子どもたちの朝食アイデア献立を町
ホームページで紹介しています。健康づ
くりのために参考にしてください。

★超かんたん！包丁なし部門最優秀賞
　さっぱりフラワー丼
　桑原　えみな　（西小学校6年）
　和風サラダごはんピザ
　鳥羽　咲希　（東小学校6年）

★スピードクッキング部門最優秀賞
　ガッツリ丼
　佐藤　綺音　（南小学校6年）

★ 野菜たっぷり！目覚ましモーニング
部門最優秀賞

　食物繊維大作戦Ⅱ
　小濱　達哉　（藍住中学校3年）

★審査員特別賞　
　秋のみそ汁
　吉田　蒼徠　（東小学校5年）
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環境ボランティアさんを
 ご紹介します

 町をきれいにしてくれています
　環境ボランティアは毎年 9 月に募集し、1
か月間週 2 回のペースで、高速道路側道や吉
野川堤防小段等でごみ拾いなどの美化活動を
実施しています。この活動は平成 16 年から
12 年間継続されており、町内のいろいろなと
ころがきれいになっています。
　この環境ボランティアのほかにもいろいろ
な分野できれいな町づくりに頑張っている団
体の方や、個人的に児童館周辺の清掃活動や
道路のごみ拾い活動を継続的にしてくださっ
ている方がたくさん
います。
　これからもきれい
な町づくりに、皆さ
んのご協力をお願い
します。

問  生活環境課（☎ 637・3116）

消費者トラブル相談先　
消費者ホットライン

 （局番なし188！）
県消費者情報センター
 （☎623・0110）
町経済産業課消費生活相談窓口
 （☎637・3120）

消費者トラブル情報

～手口を知ってトラブル予防～～手口を知ってトラブル予防～

電力会社からの電話？
　「電力会社と関連する会社のように名乗った電話があり、
『電気料金のプランの見直しを提案しています』と言われ
た。年齢や家族構成を聞かれ、不審だ」といった相談が複
数寄せられています。電力会社に問い合わせたら、「そのよ
うな電話はしていない」と言われたという相談者もいまし
た。
　これは、電力会社を名乗り安心させて、オール電化など
の商品の購入や工事の契約を勧誘する手口と思われます。
実際に訪問を受け、電気給湯器とIHクッキングヒーターを
契約した相談者もいました。
　安易な誘いに乗らないようにしましょう。

小規模事業者が使いやすい補助金が始まりました！

申・問  町商工会（☎692・2816）

　小規模事業者が、商工会と一体となって経営計画を作成し、販路開拓等の取組を行う費用に対して50万円(補助
率3分の2)までを上限に補助される「小規模事業者持続化補助金」の申請が始まりました。
　なお、併せて賃上げ、雇用増、海外展開、買物弱者対策に取り組む場合は上限100万円までとなります。

小規模事業者持続化補助金の概要
①補助対象となる取組の一例
　・�新たな顧客層獲得のためのホームページの作成、看
板架け替え、チラシの作成・配布等

　・新商品開発のため設備を導入
　・集客力を高めるための店舗改装
　・�新たな販路を求め、国内外の展示会・商談会へ出展
　・�新たな市場を狙って商品パッケージや包装紙・ラ
ッピングのデザイン変更等

②小規模事業者とは
　・卸売業、小売業� 常時使用する従業員数5人以下
　・サービス業(宿泊業・娯楽業以外)　

常時使用する従業員数5人以下

　・サービス業のうち宿泊業、娯楽業
常時使用する従業員数20人以下

　・製造業その他　� 常時使用する従業員数20人以下

③補助金の申請方法
　・申込期限
　　平成29年1月27日(金)午後5時必着
　・事業実施期間
　　交付決定日～平成29年12月31日（日）
　・採択について
　　経営計画の内容等を専門家が審査し採択を決定

④  申請書の入手、記載方法、補助金の内容等について
　商工会では補助金申請に必要な経営計画作成の助
言・支援を行っています。
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　マイナンバーカード（個人番号カード）は、本人確認のための身分証明書として利用できるほか、全国のコ
ンビニエンスストアのマルチコピー機で、住民票の写しや印鑑登録証明書などの証明書の交付が受けられる
「証明書コンビニ交付サービス」がご利用いただけます。

証明書自動交付機は廃止しています
　役場内に設置していました証明書自動交付機は廃止しましたので、夜間・休日に役場で証明書が発行できな
くなりました。マイナンバーカードを取得していただき、証明書コンビニ交付サービスをご利用ください。

「あいずみ町住民カード」は大切に保管してください
「あいずみ町住民カード」は印鑑登録証ですので、役場開庁時間の住民課窓口や自動受付機（機器で受付、窓
口で証明書をお渡し）でのご請求時に必要です。引き続き大切に保管してください。

「本籍地証明書コンビニ交付サービス」が来年1月23日から開始されます
　平成29年1月23日（月）から、マイナンバーカードによる証明書コンビニ交付サービスに「本籍地証明書コ
ンビニ交付サービス」が追加されます。
　このサービスでは、本籍が藍住町にあり住所が町外の方は、マイナンバーカードがあれば、全国のコンビニ
エンスストアで戸籍証明書（戸籍謄本・抄本、戸籍の附票の写し）の取得が可能になります。ご利用には、事
前に利用登録申請が必要です。
　詳しくは、平成29年1月号でお知らせします。

　　 問  住民課（☎637・3112）

マイナンバーカード（個人番号カード）でお得で
便利な「証明書コンビニ交付サービス」をご利用ください

≪マイナンバーカード（個人番号カード）の交付申請方法≫
①郵送で申請
　マイナンバーカードの交付申請書にご本人の顔写真を貼り、返信用封筒に入れて郵便ポストへ投函
②スマートフォンで申請
　スマートフォンで顔写真を撮影し、所定のフォームからオンラインで申請
③パソコンによる申請
　デジタルカメラで顔写真を撮影し、所定のフォームからオンラインで申請
④まちなかの写真機で申請
　申請書を持参して、申請ができる証明用写真機で顔写真を撮影して申請
※引っ越し（住所異動）をされた場合は、いずれの方法も通知カードに同封された交
付申請書やQRコードでは申請ができません。転入・転居手続の際に住民課窓口で
お受け取りになった交付申請書をご利用ください。
※申請後、1か月程度で交付通知書（はがき）が郵送され、住民課窓口でお受け取り
いただけます。

○利用可能なコンビニエンスストア
　 ファミリーマート、セブン－イレブン、ローソ
ン、サークルＫ、サンクス

○利用時間
　毎日午前6時30分から午後11時まで

（年末年始を除く）
○利用方法
　マイナンバーカードをかざし、暗証番号などを
入力します。

○証明書の種類と交付手数料
・住民票の写し　　　　350円（役場窓口では400円）
・印鑑登録証明書　　　350円（役場窓口では400円）
・戸籍謄本、戸籍抄本　450円（本籍が藍住町の方のみ）
・戸籍の附票の写し　　350円（本籍が藍住町の方のみ。

役場窓口では400円）

証明書コンビニ交付サービスの概要
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　10月21日に発生した鳥取県中部地震では、最大震度 6 弱を記録し、倉吉市・北栄町・湯梨浜町・
三朝町などが大きな被害を受けました。
　本町では、10月27日からの北栄町に続き、11月 8 日から湯梨浜町へ私と宮本主事（企画政策課）
の 2 名が 5 日間の被災地支援に参加しました。今回の湯梨浜町での被災地支援には、勝浦町職員
を含む 3 名で活動しました。
　湯梨浜町では、地震発生から20日ほど経過していましたので、住民の皆さんのほとんどは普段
の生活を取り戻していましたが、町のあちこちでは道路が波打っていたり、建物の屋根がブルーシー
トで覆われていたりするなど、いまだに地震のつめ跡がくっきりと残っていました。
　そのような状況の中で、私たちは住家被害認定調査業務に従事しました。この業務は、り災証明
書を発行するために必要となる、住宅などの建物の被害状況を現地へ訪問して調査するもので、被
災した建物の屋根・壁・基礎・建物の傾きなどを調査し、被害の程度を判定しました。私たちの担
当した地域は、幸いにも全壊や大規模半壊のような被害の大きい建物は少なく、住民の皆さんは
自宅で生活をしていました。しかし、住民の皆さんの話を聞くと、部屋のドアが開きにくくなってい
たり、食器などが散乱したり、部屋の壁や風呂場のタイルがはがれるなど、日常生活での不便さを
訴えていました。また、家の中の片付けや修理などには時間がかかりそうで、本格的な復興はこれ
からといった様子でした。
　私たちは、被災地で復興支援を行うのは今回が初めてでしたが、湯梨浜町の職員の皆さんや、
住民の皆さんには、温かく接していただき、緊張もほぐれて業務を行うことができました。5 日間
の日程はあっという間に過ぎ、引き続き復興支援をしたい思いで心残りではありましたが藍住町へ
帰ってきました。
　湯梨浜町は風光明媚な地域で、町名の由来になっているとおり、町の中にある東郷湖周辺には、
はわい温泉・東郷温泉があり（湯）、鳥取県を代表する特産品・二十世紀梨の産地でもあり（梨）、
日本海に面しているため海水浴場もあり（浜）とても魅力的な観光地です。今回の地震では観光施
設への影響はほとんどないとのことですので、機会があれば、ぜひ湯梨浜町へ再訪したいと思って
います。藍住町の皆さんにも、身近な復興支援として湯梨浜町へ訪問していただければと思います。

企画政策課主事　宮本 駿

地震により外壁の一部が
はがれ落ちている

鳥取県中部地震被災地支援（鳥取県湯梨浜町）

税務課主任　畦地 英志

　11月5日、6日 の2日
間、コミュニティセンタ
ーと福祉センターで町文
化協会主催による第13
回あいずみ文化祭が開催
されました｡
　5日は午前10時から開
会行事が行われ、西小学
校児童による藍栽培につ
いての説明の後、「藍こな
しの踊り」が披露され、会
場は来場者の大きな拍手
に包まれました｡
　また、加盟19団体が舞
台発表や作品等の展示を
行い、日頃の練習の成果を披露しました｡ 文化交流
を目的とした会場には、両日併せて約600人の方で賑
わい、盛況のうちに終わりました｡
　文化協会では、団体・個人会員を募集しています｡
詳しくは、お問い合わせください｡
問  文化協会事務局(教育委員会内)(☎637・3128)

交流を深めた
「あいずみ文化祭」

　10月27日に千葉県文化会館で第58回全国社会教
育研究大会が開催され、三好昭一郎氏（勝瑞）が、全
国社会教育委員連合功労者として、「文部科学大臣功
労者表彰」を受賞されました。
　三好氏は、昭和59年から町社会教育指導員をはじ
め、藍の館館長、町文化財保護審議会長、町文化協
会長、町社会教育委員
長などを歴任し、現在
も持ち前の見識を発揮
して、社会教育の推進
に尽力されています。
その多岐にわたる社会
教育の推進や振興に寄
与した功績が認められ、
この度の受賞となりま
した。

「文部科学大臣功労者表彰」受賞

木彫り教室の作品

弦の会　藍住支部の演奏
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世
界
平
和
記
念
日
の
11
月
11
日
に
町

民
シ
ア
タ
ー
で
、
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
遺
族
ら
1
0
0
人
を
超
え
る

関
係
者
の
出
席
が
あ
り
、
日
清
戦
争
か
ら

第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
に
戦
没
さ
れ
た

4
3
4
柱
の
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
し
た
。

　

菊
花
で
飾
ら
れ
た
祭
壇
に
は
、
遺
族
代

表
の
籔
内
玲
子
さ
ん
、
久
次
米
瞳
さ
ん
に

よ
る
献
燈
と
、
石
川
町
長
、
白
川
潔
藍
園

遺
族
会
会
長
、
西
小
学
校
6
年
森
本
悠
斗

さ
ん
の
献
花
が
行
わ
れ
、
町
長
を
始
め
来

賓
の
方
々
や
、
西
小
学
校
6
年
林
愛
唯
さ

ん
か
ら
追
悼
の
言
葉
や
平
和
へ
の
誓
い

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
遺
族
を
代

表
し
て
池
内
慶
治
住
吉
遺
族
会
会
長
か

ら
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
、
厳
か
な
内
に
式

典
は
終
了
し
ま
し
た
。

恒
久
平
和
を
願
い
、

戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行

瑞
宝
小
綬
章
（
教
育
功
労
）

平
成
28
年

　

秋
の
叙
勲
・
褒
章

吉
田　

一
紀 
氏
（
笠
木
）

　

昭
和
46
年
に
教
員
と
し
て
鳴
門
工

業
高
校
に
赴
任
。
電
子
工
学
が
専
門

で
、
主
に
工
業
高
校
で
教
鞭
を
と
ら
れ

ま
し
た
。
阿
南
工
業
高
校
長
を
勤
め
た

後
、
平
成
16
年
度
か
ら
退
職
さ
れ
る
18

年
度
ま
で
の
間
、
徳
島
東
工
業
高
校
長
と
し
て
、
徳
島
科
学
技
術
高
校
の

設
立
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
教
育
行
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

危
険
業
務
従
事
者
を
含
む
、
各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
方
に
褒
章
・

叙
勲
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
各
人
の
業
績
や
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
、
本
町
か
ら
は
次
の
方
々
が
受
章
に
輝
き
ま
し
た
。

紫
綬
褒
章（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
功
績
）

松
友 

美
佐
紀 

氏
（
本
町
出
身

）

　

幼
少
期
に
藍
住
エ
ン
ジ
ェ
ル
で
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
始
め
、
東
小
学
校
、
徳
島

中
学
校
か
ら
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
英
智
高

校
（
仙
台
市
）
に
進
学
、
現
在
は
日
本

ユ
ニ
シ
ス
に
所
属
。
こ
の
夏
開
催
さ
れ

た
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
、
ペ
ア
を
組

ん
だ
高
橋
礼
華
選
手
と
と
も
に
日
本
勢
初
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

よ
し

だ

か
ず
と
し

ま
つ

と
も

み

さ

き

瑞
宝
双
光
章
（
警
察
功
労
）

近
藤　

豐
實 

氏
（
矢
上
）

　

昭
和
38
年
に
徳
島
県
巡
査
を
拝
命
、

主
に
交
通
部
門
に
お
い
て
企
画
運
営
に

努
め
ら
れ
、
交
通
安
全
教
育
、
事
故

事
件
捜
査
、
死
亡
事
故
抑
止
対
策
な

ど
、
常
に
県
民
の
安
心
安
全
の
た
め
、

日
々
精
励
さ
れ
ま
し
た
。平
成
16
年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
、

自
ら
の
危
険
を
顧
み
ず
警
察
業
務
の
遂
行
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章（
鉄
道
業
務
功
労
）

福
本　

靖
生 

氏
（
勝
瑞
）

　

昭
和
38
年
に
日
本
国
有
鉄
道
四
国
支
社

（
現
四
国
旅
客
鉄
道
）
に
入
社
。
県
内
駅

構
内
の
業
務
の
ほ
か
、
ツ
ア
ー
旅
行
の
企
画

立
案
や
無
人
駅
の
管
理
な
ど
幅
広
い
分
野

で
活
躍
さ
れ
、
鳴
門
駅
長
な
ど
を
歴
任
。

常
に
安
全
・
正
確
・
安
心
を
心
掛
け
業
務
に
精
励
さ
れ
、
平
成
11
年
に
退
職
さ
れ

る
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
鉄
道
輸
送
業
務
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ん

ど
う

と
よ

み

瑞
宝
単
光
章
（
防
衛
功
労
）

小
野　

嘉
昭 

氏
（
矢
上
）

　

昭
和
49
年
に
海
上
自
衛
隊
に
入
隊
。

以
降
、
航
空
管
制
官
と
し
て
全
国
各
基
地

の
航
空
部
隊
、
艦
艇
部
隊
で
勤
務
さ
れ
、

平
成
21
年
に
退
官
。
定
年
前
5
年
間
は

徳
島
空
港
の
航
空
管
制
官
と
し
て
、
後
進

の
育
成
、
空
の
安
全
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
常
に
国
民
の
安
全
を
守
る
と
い
う

大
き
な
責
任
感
を
持
ち
、
自
衛
隊
業
務
の
遂
行
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

お

の

よ
し
あ
き

ふ
く

も
と

や
す

お
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～ 町内のがんばる商工業者を紹介します36 ～ 

問  経済産業課（☎637・3120）

黒木総合法律事務所
 

「藍住町がんばる商工業者認定制度」
　この制度は、事業計画を策定し県の承認や認定を受けた事業所や講習会等に積極的に参加する事業所など、経営
向上に意欲的な事業所を町が認定する制度です。認定事業者を広報やホームページでご紹介しています。
※がんばる商工業者認定制度に関する詳細は、次までお問い合せください。

【会 社 名】
【所 在 地】
【代 表 者】
【設　　立】
【電話番号】
【ホームページ】

黒木総合法律事務所
東中富字龍池傍示52番地6　TOP藍住IC E号室
弁護士　黒木　賢太郎
2016年11月
679・6009
http://kuroki-lawof�ce-tokushima.jp/

【ファクシミリ】 679・6013

～いつでもお気軽にご相談ください～

☆☆ 相談方法はこちら ☆☆
　当事務所の1階に設けた相談室は、テーブルには徳島のヒノキを
使用し、カーペットには藍住の「藍」をイメージした紺色を用い、落ち
着いた空間となっております。ご相談は、原則として有料ですが、一
定の資力要件を満たす方には、法テラスを利用した無料法律相談も
実施できます。詳しくは、相談の申し込み時に「法テラスを利用した
い」とおっしゃってください。
　なお、当事務所は、お一人お一人のお話をじっくりと聞くことがで
きるよう、予約制となっております。まずは、お電話でご予約ください。

☆☆ こんな法律事務所です ☆☆
　この度、「地域の灯台となる法律事務所へ」という方針のもと、
板野郡藍住町で初めてとなる法律事務所を開設いたしました。
　弁護士に相談するというと、「敷居が高く、行きにくいなぁ・・・」と
思われる方が多いかもしれません。
　当事務所は、親切・丁寧に、皆様の悩みを少しでも解決できるよ
う、また「相談して良かった」「気持ちが楽になった」と笑顔で帰っ
ていただけるよう、真心を込めて対応させていただきますので、
いつでもお気軽にご相談ください。

す36 ～

　町バラ園内で撮影した写真を募集したところ、たくさん
のご応募をいただきありがとうございました。三木写真舘
フォトグラファーの三木氏や石川町長など関係者による審
査会が開かれ、応募数78点の中から18点が優秀賞に輝き
ました。

＝副賞をご提供いただきました町内事業所の皆さま、
ありがとうございました＝

◆グランプリ賞（１名）三木写真舘さま
◆スマイリー賞（２名）萌芽園さま
◆あいのすけ賞（５名）あぐらさま
◆入賞（10名）手づくりジェラート『ファーレ』さま バラ一輪／三好輝美さん

白バラと私どっちがキレイ??／小川莉奈さん お母さんと一緒／矢部弘子さん

スマイリー
賞

グランプリ
賞

スマイリー
賞

『第1回藍住町バラフォトコンテスト』優秀賞決定！
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●藍住町スローガン●

守れ人権　許すな差別
現地研修から学んだこと
～堺市立人権ふれあいセンター～

人権標語
友の気持ちを思いやり　伝えよう　あなたの温かい言葉� 6年　桝井　大雅
さがしてみよう　人それぞれの　いいところ　　　� 6年　滝田　美咲
友達に　うれしいことば　何度でも　　　　　　　� 6年　原　　千夏
優しさの　魔法の言葉で　減らそう傷つく心　�　� 6年　高瀬　浩多
見た見ぬふりせず　温かい声で　手を差しのべて　� 6年　小野寺碧生
友達の気持ち　考えて　いずれは自分に返ってくるよ� 6年　坂東　凛香

東小学校生徒作品

　10月26日、人権講座の現地研修で堺市の人権ふれあいセンターに行きました。かつて「舳
への

松
まつ

」と呼ばれたこ
の地は、泉野利喜蔵らを中心とした舳松水平社が差別からの解放を訴えた地であり、将棋名人の阪田三吉を生
んだ地でもあります。
　＜ 舳松人権歴史館の見学＞
　江戸時代、 舳松の塩穴村には185人ほどの人が住んでいました。村の周りは木で囲
まれ、周囲の村と隔離されていたそうです。差別はありましたが、その頃は役人の仕
事や革を作る仕事もあり、安定した暮らしをしていました。ところが、明治になり地
租改正や解放令が制定されると、それまでの仕事ができなくなり、さらに徴兵令や学
校令への住民の不満の矛先をこの地の人たちに向けることにより、差別だけが残って
いきました。村人は差別をされるのは自分たちを取り巻く不衛生な環境に原因があると考え、原因を改めるよ
う努力します。フィールドワークで行った＜ほてい風呂＞は、みんなが衛生的になれるようにとお金を出し合
って作った共同風呂です。収入のなかった当時の村人たちが出し合ったお金の重さを考えると、胸がしめ付け
られる思いでした。大正9年代になり「差別を受けるのは自分たちに責任があるわけじゃない」と、泉野利喜蔵
らが中心となり10人ほどの青年によって一誠会が結成され、のちに舳松水平社が創立されます。現在は、同和
対策事業により道路も整備されきれいな団地がたくさん建てられていますが、昭和50年頃までは放置されてい
たそうです。

　＜人権ふれあいセンター長 井上さんの話＞

　小さい頃から同和という言葉はよく見聞きし、うっすらこの辺がそうなんやとは思っ
ていたが、高校生になって出身中学を聞かれ「やんちゃな子が多い。こわい学校」と言
われる度に、言わない方がいいのかなと思った。しかし、大切な部分を隠すことは自分
自身も差別していることに気付く。彼女との結婚を意識したとき、彼女の母親に偏見が
あることがわかったが、まず自分自身を知ってもらおうと努力した。ある日お母さんか
ら地域のことを教えてほしいと言われ、きちんと話をすることができた。差別をする人
とされる人、どちらが不幸かと考えると、差別をする人の方が不幸だと思う。色々な差別への課題があるが、ど
こで差別をする側、される側になるかはわからない。差別をする人は、差別される側の実際を知らない。お互
いが相手のことを知って人とつながり、色々な人と関わっていくことが大事。差別をするのではなく、たくさ
んの人と縁をもっていってほしい。

　今回の研修で、 舳松の人たちが部落差別をなくすために立ち上がり取り組んできた歴史と、それでもなくな
らない差別の現状を知り、改めて同和問題の根の深さを感じました。差別をする側、される側と考えるのでは
なく、おかしな事をおかしいと感じ、共に解決しようと行動することで、差別のない社会をめざしていきたい
と思いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人権教育推進協議会運営部会　椎野　実香
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日
　
　
時　

平
成
29
年
1
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
1
時

場
　
　
所　

勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
調
理
室

内
　
　
容　

 

調
理
実
習
「
冬
野
菜
を
た
く
さ

ん
食
べ
て
体
が
温
ま
る
料
理　

讃
岐
の
郷
土
料
理　

野
菜
の
オ

ン
パ
レ
ー
ド
を
楽
し
も
う
」

　
　
　
　
　

①
打
ち
込
み
う
ど
ん

　
　
　
　
　

②
か
ん
た
ん
酢
の
物

　
　
　
　
　

③
フ
ル
ー
ツ
白
玉
み
つ
豆

定
　
　
員　

20
人
（
申
込
順
）

参
加
費　

3
0
0
円

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

※
塩
分
測
定
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
家
庭
の
汁
物
を
50㏄
程
度
容
器
に
入
れ
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

12
月
22
日
（
木
）
ま
で

主
　
　
催　

 

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
「
藍

愛
グ
ル
ー
プ
」
生
活
環
境
部

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
6
9
2
・
8
6
5
8
）

日
　
　
時　

12
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
1
時

場
　
　
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

内
　
　
容　

 

調
理
実
習（
キ
ー
マ
カ
レ
ー
、カ

ラ
フ
ル
サ
ラ
ダ　

ほ
か
）　

対
象
者　

男
性

定
　
　
員　

20
人
（
申
込
順
）

参
加
費　

5
0
0
円

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

※
塩
分
測
定
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
家
庭
の
汁
物
を
50
㏄
程
度
容
器
に
入

れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

12
月
19
日
（
月
）
ま
で

主
　
　
催　

 

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
「
藍

愛
グ
ル
ー
プ
」

申
・
問 
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
6
9
2
・
8
6
5
8
）

〜
保
健
栄
養
推
進
員
に
よ
る
講
習
会
〜

日
　
　
時　

平
成
29
年
1
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
1
時

場
　
　
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

内
　
　
容　

　

①
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

　

②
調
理
実
習　

～
減
塩
レ
シ
ピ
～

　
　

 （
ご
飯
、
鶏
さ
さ
み
の
磯
辺
揚
げ
、
ひ
じ

き
と
ご
ぼ
う
の
ご
ま
酢
和
え
、
か
ぼ
ち

ゃ
の
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
）

定
　
　
員　

20
人
（
申
込
順
）

参
加
費　

無
料

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

申
込
締
切　

平
成
29
年
1
月
6
日（
金
）ま
で

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
6
9
2
・
8
6
5
8
）

情　報
NOW
情　報
NOW

打
ち
込
み
う
ど
ん
＆

か
ん
た
ん
酢
の
物
づ
く
り

　　

初
登
山
に
大
麻
山
、
ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
。

日
　
　
時　

平
成
29
年
1
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
出
発

集
合
場
所　

大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

※ 

集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は

集
合
時
間
の
30
分
前
に
体
育
セ
ン
タ
ー
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員　

無
料

　
　
　
　
　

会
員
以
外　

5
0
0
円（
保
険
料
）

準
備
物　

昼
食
、
コ
ッ
プ

藍
住
歩
こ
う
会
「
ド
イ
ツ
館
・
大
麻

比
古
神
社
へ
」「
新
春
三
社
巡
り
」

　　

12
月
と
1
月
の
コ
ー
ス
を
併
せ
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　

ド
イ
ツ
館
・
大
麻
比
古
神
社
　
約
9.5
㌔

　

12
月
18
日
（
日
）

　

午
前
9
時
45
分
～
午
後
1
時

三
社
巡
り
〜
諏
訪
・
春
日
・
三
宝
荒
神
〜
約
7
㌔

　

平
成
29
年
1
月
15
日
（
日
）

　

午
前
9
時
45
分
～
正
午

集
合
場
所　

体
育
セ
ン
タ
ー
前

参
加
費
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員　

無
料

　
　
　
　
　

会
員
以
外　

3
0
0
円（
保
険
料
）

※ 

12
月
の
コ
ー
ス
は
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

※ 

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し

ま
す
。

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ

大
麻
山
登
山
教
室

　

白
銀
の
世
界
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

日
　
　
時　

平
成
29
年
1
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　

 

午
前
5
時
30
分
総
合
施
設
駐
車

場
出
発
（
午
後
7
時
30
分
頃
帰

町
）

場
　
　
所　

岡
山
県
恩
原
ス
キ
ー
場

内
　
　
容

・ 

初
級
ス
キ
ー
教
室

・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
体
験
教
室

・ 

フ
リ
ー
コ
ー
ス
（
自
由
に
楽
し
め
る
コ
ー

ス
）

対
象
者　

 

小
学
3
年
生
以
上
の
町
民
又
は

町
内
在
勤
者

定
　
　
員　

40
人
（
申
込
順
）

参
加
費　

 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員　

1
万

円
（
中
学
生
ま
で　

8
千
円
）　

　
　
　
　
　

 

会
員
以
外　

1
万
2
千
円
（
中

学
生
ま
で　

1
万
円
）

※ 

ウ
エ
ア
レ
ン
タ
ル
料
、
リ
フ
ト
代
、
昼
食

代
は
別
途
必
要
で
す
。

※ 

平
成
29
年
1
月
23
日
（
月
）
以
降
は
返
金

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始　

12
月
17
日
（
土
）
か
ら

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

 

（
☎
6
9
2
・
5
0
0
0
）

初
級
ス
キ
ー
教
室
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
体
験
in
恩
原
高
原

男
性
料
理
教
室

健
康
づ
く
り
講
習
会
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本
町
で
は
、
下
校
す
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全

と
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
、下
校
時
見
守
り

巡
視
員
に
よ
る
見
守
り
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
各
小
学
校
区
の
通
学
路
を
下
校

時
間
帯
に
ス
ク
ー
タ
ー
で
巡
回
、
下
校
中
の
子

ど
も
た
ち
への
声
か
け
等
で
す
。

　

活
動
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、巡
視

員
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
☎
6
3
7
・
3
1
2
8
）

日
　
　
時　

12
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
～

場
　
　
所　

町
民
シ
ア
タ
ー
（
役
場
4
階
）

テ
ー
マ　

性
同
一性
障
害

演
　
　
題　
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」

～
性
同
一性
障
害
を
乗
り
越
え
て
～

講
　
　
師　

清
水　
展
人
さ
ん

（
吉
野
川
市
人
権
講
師
団
）

対
象
者　

町
民
又
は
町
内
在
勤
者

受
講
料　

無
料

申
込
方
法　

 

12
月
20
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
又
は

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

教
育
委
員
会（
☎
6
3
7
・
3
1
2
8
）

（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ 

6
3
7
・
3
1
5
3
）

第
5
回　

人
権
講
座

～
美
し
い
生
き
方
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

～
愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館
で
恐
竜
や
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
を
見
よ
う
～

日
　
　
時　

平
成
29
年
1
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　

 

午
前
8
時
15
分
集
合
（
8
時
30

分
バ
ス
出
発
）午
後
5
時
頃
帰
着

集
合
場
所　

 

総
合
施
設
駐
車
場

対
象
者　

 

小
学
生
の
み
（
3
年
生
以
下
は

大
人
同
伴
）

定
　
　
員　

40
人
（
申
込
順
）

参
加
費　

1
人
5
0
0
円
（
保
険
代
）

※
昼
食
は
各
自
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始　

12
月
16
日
（
金
）
か
ら

※
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

主
　
　
催　

藍
住
子
育
て
環
境
づ
く
り

　
　
　
　
　
「
あ
い
っ
こ
」

申
・
問 

教
育
委
員
会
内
「
あ
い
っ
こ
」
事
務
局

（
☎
6
3
7
・
3
1
2
8
）

　

運
動
が
健
康
に
も
た
ら
す
効
果
を
学
び
、生

活
に
運
動
を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
家
の
中
で
で
き
る
運
動
教
室

日
　
　
時　

 

平
成
29
年
1
月
13
日
、20
日
、27

日
、
2
月
3
日
（
い
ず
れ
も
金
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
　
　
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

講
　
　
師　

健
康
運
動
指
導
士

対
象
者　

 

40
歳
～
74
歳
の
町
民
（
※
健
康

問
題
を
改
善
す
る
た
め
に
運
動

習
慣
を
つ
け
た
い
方
）

定
　
　
員　

25
人

参
加
費　

無
料　

服
　
　
装　

 

運
動
し
や
す
い
服
装
と
運
動
シ
ュー
ズ

準
備
物　

 

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の

飲
物

○
男
性
の
た
め
の
運
動
教
室

日
　
　
時　

平
成
29
年
1
月
27
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
～
3
時

場
　
　
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

内
　
　
容　

お
腹
の
で
っ
ぱ
り
を
改
善
す
る
運
動

講
　
　
師　

健
康
運
動
指
導
士

対
象
者　

 

40
歳
～
74
歳
の
男
性
町
民
（
※

健
康
問
題
を
改
善
す
る
た
め
に

運
動
習
慣
を
つ
け
た
い
方
）

定
　
　
員　

20
人

参
加
費　

無
料

服
　
　
装　

運
動
し
や
す
い
服
装
と
運
動
シ
ュー
ズ

準
備
物　

 
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の

飲
物

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
6
9
2
・
5
0
0
0
）

～
脳
神
経
外
科
医
が
診
る　

脳
卒
中
・
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
・
て
ん
か
ん
・
頸
椎
症
～

日
　
　
時　

平
成
29
年
1
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
か
ら

　
　
　
　
　
（
午
後
0
時
30
分
か
ら
受
付
開
始
）

場
　
　
所　

町
民
シ
ア
タ
ー
（
役
場
4
階
）

内
　
　
容　

　

司
会　

影
治 

照
喜 

氏

（
県
立
海
部
病
院
脳
神
経
外
科
）

○
午
後
1
時
〜
1
時
20
分

　「
脳
卒
中
の
早
期
診
断
と
治
療
」

　
講
師　

 

兼
松 

康
久 

氏

　
　
　
　

��（�

徳
島
大
学
病
院
地
域
脳
神
経
外
科
診
療

部
特
任
准
教
授
）

○
午
後
1
時
20
分
〜
1
時
40
分

　
「
手
の
震
え
や
足
の
す
く
み
、
体
が
動
き
に

く
く
な
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
」

　
講
師　

 

牟
礼 

英
生 

氏
（
徳
島
大
学
脳
神
経
外
科
）

○
午
後
1
時
50
分
〜
2
時
10
分

　「
成
人
て
ん
か
ん
の
診
断
と
治
療
」

　
講
師　

多
田 

恵
曜 

氏
（
徳
島
大
学
脳
神
経
外
科
）　

○
午
後
2
時
10
分
〜
2
時
30
分

　「
く
び
・
腰
・
手
足
の
し
び
れ
と
痛
み
―
脳
神

経
外
科
で
行
う
し
び
れ
・
痛
み
の
治
療
―
」

　
講
師　

牟
礼 

英
生 

氏
（
徳
島
大
学
脳
神
経
外
科
）

○
午
後
2
時
30
分
〜

　
脳
神
経
外
科
医
に
よ
る
無
料
相
談
会
（
希
望

者
※
た
だ
し
、
各
講
師
5
人
ま
で
）

定
　
　
員　

2
0
0
人

参
加
費　

無
料

主
　
　
催　

 

徳
島
大
学
病
院
地
域
脳
神
経
外

科
、
徳
島
大
学
脳
神
経
外
科　

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
6
9
2
・
8
6
5
8
）

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
教
室

（
町
国
民
健
康
保
険
事
業
）

地
域
住
民
の
た
め
の
講
座

あ
な
た
の
知
ら
な
い
脳
神
経
外
科

下
校
時
見
守
り
巡
視
員
募
集

あ
い
っ
こ「
恐
竜
探
検
隊
」

日
　
　
時　

12
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

場
　
　
所　

町
民
シ
ア
タ
ー
（
役
場
4
階
）

内
　
　
容　

 

第
9
回
「
戦
国
阿
波
の
政
治

史
か
ら
考
え
る
勝
瑞
」

講
　
　
師　

天
野 

忠
幸 

氏
（
天
理
大
学
）

受
講
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
・
問 

教
育
委
員
会
（
☎
6
3
7
・
3
1
2
8
）

平
成
28
年
度 
歴
史
文
化
講
座

〜
戦
国
城
下
町  

勝
瑞
の
構
造
と
社
会
〜
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⑨
遍
路
道
の
地
蔵

所
在
地
：
勝
瑞
字
成
長

　

旧
讃
岐
街
道
沿
い
に
建
て
ら
れ
た
道ど

う

標ひ
ょ
う

地じ

蔵ぞ
う

で
、
台
石
に
は
正
面
に
「
右
む
や

み
ち　

左
へ
ん
ろ
道
」、
右
面
に
「
法
洞

院
恵
了　

願
主
覚
照
院
当
意　

栄
松
院

真
寿
」、
左
面
に
「
寛
延
二
天　

勝
瑞
村　

三
月
廿
四
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
町

内
の
道
標
地
蔵
と
し
て
は
最
も
古
い
も

の
で
す
。

　

こ
こ
か
ら
阿
弥
陀
橋
の
辺
り
ま
で
、

点
々
と
竹
藪
が
続
き
、
夜
に
な
る
と
狸
が

出
て
化
か
さ
れ
る
の
で
お
地
蔵
さ
ん
を

建
て
た
と
の
話
も
残
っ
て
い
ま
す
。

あ
い
ず
み
歴
史
散
歩

〜 

勝
　
瑞
　
散
　
策 

〜

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
無
料
相
談

日
　
　
時　

平
成
29
年
1
月
13
日（
金
）・

　
　
　
　
　

27
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午
・

　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
3
時

場
　
　
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー（
1
階
相
談
室
）

問 

相
談
セ
ン
タ
ー
専
用
電
話

 

（
☎
6
9
2
・
6
2
2
2
）

　
　
町
経
済
産
業
課 

消
費
者
相
談
窓
口

 

（
☎
6
3
7
・
3
1
2
0
）

※
相
談
日
以
外
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
相
談
先
は

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
局
番
な
し
1
8
8
）

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）の
案
内

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在
学
中
に

か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制

度
で
す
。

融
資
額　

 

学
生
・
生
徒
1
人
当
た
り

3
5
0
万
円
以
内

金
　
　
利　

年
1
・
81
％　

固
定
金
利

※ 

母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
又
は
世
帯
収
入

2
0
0
万
円（
所
得
1
2
2
万
円
）以
内
の

方
は
年
1
・
41
％（
平
成
28
年
11
月
10
日
現

在
）

返
済
期
間　

 

15
年
以
内
（
母
子
家
庭
の
方
等

は
18
年
以
内
）

使
い
み
ち　

 

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷

金
・
家
賃
な
ど

問 

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎ 

0
5
7
0
・
0
0
8
6
5
6
（
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
）
又
は
0 

3
・
5
3
2
1
・
8
6
5
6
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索

2月

心配ごと相談所カレンダー

※法律相談については完全予約制となっています。 ※相談は無料・秘密厳守です。
●場所　福祉センター（１階相談室）
●こども相談（月～金曜日　午前中）「富吉・東中富・奥野・徳命・西部・住吉・勝瑞」の各児童館
●保健相談（毎週月曜日）…「保健センター」
●介護相談（随時受付）…「地域包括支援センター」
●時間　人権、行政、一般相談は午後1時30分～3時30分、その他は午後1時～3時
●相談センター専用電話（☎６９２・６２２２）

月 火 水 木 金 土

1月
日 月 火 水 木 金 土

日

平
成
29
年
1
月
・
2
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ

　

　
行政相談

　
人権相談

　

　
一般相談

　

　
一般相談

　

　
法律相談

　
法律相談 消費者相談

　
税金相談

行政相談

人権相談

　
一般相談

　
法律相談

　
法律相談

消費者相談
　

税金相談

消費者相談

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

2

9

16

23

3

10

17

24

①室内で飼いましょう
　猫は室内で飼い、交通事故や争いによる
ケガ、感染症などの危険から守りましょう。
また、ふん尿やごみ荒らし、鳴き声などで周
囲の人への被害を未然に防止することは、飼
い主の責任です。
②首輪や迷子札、マイクロチップをつけましょう
　飼い猫だと分かるように、身元を表示しま
しょう。たとえ室内で飼っていても、開いた
窓やドアからの脱走、突然の災害などで驚い
て逃げてしまうことが考えられます。
③不妊・去勢手術をして飼いましょう
　「手術をするのはかわいそう」などの理由
で、不妊・去勢手術をしないでいると、飼い
主の知らない間に子猫が産まれることがあり
ます。1頭のメス猫から子猫が産まれ、1年
後には合計20頭以上に増えることもあります
ので、責任をもって世話ができる頭数なのか
をよく考えましょう。
○犬の死亡について
　飼い犬が死亡した場合は、登録を抹消しま
すのでご連絡ください。

問  生活環境課（☎637・3116）
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藍
の
館
イ
ベ
ン
ト
案
内

問
　藍
の
館
（
☎
6
9
2
・
6
3
1
7
）

休

　
　館

　12
月
27
日
（
火
）
〜

平
成
29
年
1
月
1
日（
日
）

正
月
開
館

　平
成
29
年
1
月
2
日
（
月
）

　
　
　
　
　午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
体
験
は
午
後
4
時
ま
で
受
付
）

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

　
昔
な
が
ら
の
古
い
屋
敷
の
中
で
、藍
染

体
験
が
で
き
ま
す
。天
然
藍
で
思
い
出
の

あ
る
洋
服
な
ど
を
染
め
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。染
め
物
持
込
み
に
よ
る
藍
染

体
験
も
で
き
ま
す
。自
然
素
材
の
木
綿
･

麻
･
シ
ル
ク
は
よ
く
染
ま
り
ま
す
。（
形

状
記
憶
・
Ｕ
Ⅴ
カ
ッ
ト
は
不
可
）

持
込
み
体
験
価
格

　
1
ｇ
15
円
・
シ
ル
ク
1
ｇ
30
円

※
家
紋
ほ
か
ご
希
望
の
柄
が
あ
り
ま
し
た

ら
、ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

第
1
日
曜
日

　琵
琶
演
奏
体
験

第
1
月
曜
日

　ぞ
め
き
演
奏

第
2
日
曜
日

　横
笛
・
尺
八

第
3
日
曜
日

　琴
演
奏
体
験
学
習

第
4
日
曜
日

　梅
若
流
民
謡
啄
穂
会

※
各
演
奏
・
体
験
は
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

（
ぞ
め
き
演
奏
の
み
午
後
2
時
ま
で
）

●
●
● 

図
書
館
の
行
事 

●
●
●

お
は
な
し
会

　毎
週
日
曜
日

　午
後
2
時
〜
2
時
30
分

あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

　12
月
28
日（
水
）・
平
成
29
年
1
月
11
日（
水
）

　午
前
10
時
30
分
〜
11
時

◎
休
館
日

　毎
週
月
曜
日

　図
書
整
理
日

　12
月
15
日
（
木
）

　祝

　
　
　日

　12
月
23
日
（
金
）

　年
末
年
始

　12
月
29
日
（
木
）
〜

平
成
29
年
1
月
4
日（
水
）

　振
替
休
館
日

　平
成
29
年
1
月
10
日（
火
）

和
紙
ち
ぎ
り
絵
展

　

12
月
21
日（
水
）ま
で
開
催

英
語
絵
本
をRead

  A
lo

ud
 

〜『
1
0
0
万
回
生
き
た
ね
こ
』を
読
も
う
〜

　12
月
18
日（
日
）午
後
1
時
30
分
か
ら

　※
中
学
生
以
上
対
象

読
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す 

　図
書
館
で
、読
み
き
か
せ
を
し
て
く
だ

さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

興
味
の
あ

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
　図
書
館
（
☎
6
9
2
・
0
0
7
0
）

◆　◆　◆　役場業務年末年始のお知らせ　◆　◆　◆
仕事納め 仕事始め

役場窓口業務
　年末年始の戸籍に関する届出（出生・死亡等）は当直者が受け
付けます。

12月28日（水） 1月4日（水）

ごみ収集
※粗大ごみの受付について、12月29日（木）と30日（金）の2日間
は、いずれも午前9時から正午までです。その他については「ご
み収集カレンダー」をご覧ください。

燃やせるごみ
南地区  12月29日（木）
北地区  12月30日（金）
廃プラスチック等

12月28日（水）

燃やせるごみ
南地区  1月5日（木）
北地区  1月6日（金）
廃プラスチック等

1月4日（水）

し尿の取扱い 12月28日（水） 1月4日（水）

コミュニティセンター 12月26日（月） 1月5日（木）

町民体育館 12月27日（火） 1月5日（木）

体育センター 12月28日（水） 1月4日（水）

福祉センター、勤労青少年ホーム、勤労女性センター 12月28日（水） 1月4日（水）

藍翠苑 12月28日（水） 1月4日（水）

図書館 12月28日（水） 1月5日（木）

藍住町歴史館「藍の館」 12月26日（月） 1月2日（月）
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いきいきサロンのご案内
　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れ
るよう、健康チェックや健康体操、お話、レ
クリエーション等の内容で各地域老人憩の家
で開催しますので、お気軽にご参加ください。

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック（血圧測定、検尿）と健康体操、レクリエー

ション等を行っています。
社 会 福 祉 協 議 会（☎692・9951）
地域包括支援センター（☎637・3175）問

あいずみ歌壇

北
よ
り
の
ほ
ど
よ
き
風
に
箕
を
振
り
て
小
豆
の
殻
を
ふ
わ
ふ
わ
飛
ば
す

岡
田　

博
子

お
茶
人
の
集
め
し
道
具
に
引
き
込
ま
れ
閉
館
時
刻
と
な
っ
て
し
ま
い
ぬ

四
宮　

千
代

獲
物
ま
つ
蜘
蛛
の
巣
に
挑
む
鳥
の
い
て
糸
に
阻
ま
れ
諦
め
て
去
る

春
本
壽
美
子

小
太
鼓
の
音
聞
こ
え
来
る
秋
の
風
子
供
御
輿
の
ワ
ッ
シ
ョ
イ
ワ
ッ
シ
ョ
イ

里
山　

麻
子

秋
く
れ
ど
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
実
り
な
く
わ
が
家
の
菜
園
嘲
う
が
に
豊

小
原
喜
代
子

ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
ゆ
こ
う
初
冬
の
水
と
空
気
と
ひ
か
り
の
な
か
に

永
田　
　

愛

ミ
ャ
ー
は
餌
ミ
ャ
ウ
は
お
外
と
愛
猫
は
わ
れ
ら
を
馴
ら
し
て
快
適
ラ
イ
フ

大
前　

順
子

耕
耘
機
号
令
か
け
ぬ
に
一
列
に
五
羽
の
白
さ
ぎ
抜
き
足
で
行
く棚田　

暘
子

山本枝里子　選

11月
届出 おくやみ申し上げます 11月

届出

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう。
地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう。

子どもは、私たちの宝です

藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 P T A 連 合 会
板野西部青少年補導センター

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

12月16日 金 午後1時30分
～ 3時 東中富老人憩の家 健康チェック

健康体操（運動指導士）

12月19日 月 午前9時30分
～ 11時 住吉老人憩の家 健康チェック

健康体操（運動指導士）

12月21日 水 午後1時30分
～ 3時 徳命老人憩の家 健康チェック健康体操（運動指導士）

1月10日 火 午後1時30分
～ 3時 西部老人憩の家 健康チェック健康体操（運動指導士）

1月16日 月 午前9時30分
～ 11時 住吉老人憩の家 健康チェックレクリエーション

1月16日 月 午後1時30分
～ 3時 東部老人憩の家 健康チェックレクリエーション

1月18日 水 午前9時30分
～ 11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック健康体操（運動指導士）

1月18日 水 午後1時30分
～ 3時 徳命老人憩の家 健康チェックカラオケ

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父）　　　　（母） 　　　　（住　　所）

稲　室　あおい （あおい） 女 大　樹・ゆかり 住吉字藤ノ木
奥　村　祐　心 （ゆうしん） 男 亮　太・麻　里 徳命字名田
山　部　佑　斗 （ゆうと） 男 卓　也・由　紀 乙瀬字青木
福　島　悠　人 （はると） 男 彰　吾・千　笑 勝瑞字正喜地
田　中　来　空 （らいく） 男 優　良・南　海 奥野字原
大　江　　　耀 （あ　き） 女 将　司・温　子 東中富字敷地傍示
河　野　　　杏 （あ　ん） 女 輝　記・七　恵 東中富字権現傍示
池　田　陽和梨 （ひより） 女 勇　祐・のどか 矢上字原
篠　塚　楓　翔 （かいと） 男 博　章・淳　美 乙瀬字中田
正　木　凰　汰 （おうた） 男 広　二・ひとみ 住吉字若宮
那　須　壮之介 （そうのすけ） 男 宣　孝・史寿子 勝瑞字正喜地
上　内　梨　央 （り　お） 女 雅　義・輝　実 富吉字豊吉
中　西　啓　太 （けいた） 男 一　行・美　幸 東中富字東傍示
永　井　来　実 （くるみ） 女 翔　也・　彩　 矢上字安任
城　所　紡　衣 （つむぎ） 女 克　弥・絵　里 乙瀬字中田
篠　原　伍　希 （いつき） 男 拓　也・加奈子 矢上字春日
奥　村　結　菜 （ゆいな） 女 宜　史・菜　美 徳命字前須西
藤　田　澪　梨 （みおり） 女 隼　人・優　花 富吉字穂実
湯　浅　穂乃花 （ほのか） 女 友　章・真　帆 矢上字原
天　木　咲　良 （さくら） 女 健　介・友香里 東中富字貞享
福　井　佑　真 （ゆうま） 男 征　人・彩　香 奥野字原
松　田　諒　介 （りょうすけ） 男 　賢　・輝　実 徳命字前須西

（氏　名） （年　齢） （住　　所）

小 原 信 夫 96 富吉字穂実
土 井 明 夫 74 奥野字原
丸 岡 笹 子 78 勝瑞字西勝地
東　條　美佐子 92 奥野字前川
五十嵐　　　寛 77 東中富字龍池傍示
近 藤　　 　　 76 奥野字西中須
大　礒　ヱキ子 89 矢上字北分
山 田 重 子 98 奥野字和田
古 村　　 治 83 徳命字小塚
山 﨑 利 子 84 富吉字中新田
岡 田 勇 雄 93 奥野字前川
近 藤 當 頼 89 勝瑞字西勝地
鎌　田　モリヱ 94 富吉字富吉
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増田クリニック
TEL:088-693-3020
藍住町役場東 500m

健診・予防接種・禁煙指導承ります。
●診療科目：内科・循環器科
　　　　　　心臓血管外科・ペインクリニック内科

診療時間 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○

／

○

○ ○ ○ ○

○
5:30
まで

午前9:00～12:30

午後2:30～　6:30

医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

診療時間

8:45～12:30

14:30～17:30

月 火 水 木 金 土 TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる

じ　　び　いん こう　か

西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

㈳日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

院長　棚本　洋文

年末年始の休診日
12月 30・31　1月 1・2・3・4

　11 月 13日に、バラ園周辺で第 3 回となる『あいずみスマイリー
マルシェ』を行い家族連れら約 1,200 人で賑わいました。今回初め
て『秋のバラまつり』と同時開催をし、バラフォトコンテストの表彰
式や優秀作品の展示も同会場で行いました。

　手づくり雑貨や新鮮野菜、食品の販売も回を増すごとに充実しており、買い物を楽
しんでいた方から「遊歩道からバラ園がきれいに見えるね」「いろいろあって楽しい、
また来たい」などの声が聞かれました。
　正法寺川へ向かって消防の放水体験をしたり、乗船体験をしたり、多くの町民の
方に支えられたおかげで、楽しいイベントもたくさん開催できました。ありがとうご
ざいました。
　今後も町内事業者と町民の皆さんとの交流の場と
なるよう、マルシェ定着を目指していきます。
　　　　　　　　　　スマイリーマルシェ実行委員会

スマイリーマルシェを開催しました

こどもリハスタジオメロディー

お問い合わせ

重い障がいのあるお子さんとご家族の暮らしを応援します！

営 業 日：月～金曜日
営業時間：児童発達支援 9：00 ～ 12：00
　　　　　放課後等デイサービス 13：00 ～ 17：00
サービス：機能訓練、入浴サービス等実施

☎ 088-637-3366
送迎、時間外などもご相談ください。

児童発達支援・
放課後等デイサービス稲次整形外科病院

理事長 稲次 正敬  ／  院長 湊 省

692-5757

サービス付き高齢者向け住宅
メディション凌雲 万代町

☎ 070-5511-3293
入居者募集中県庁すぐ近く！

リハビリ・看護・認知症などもご相談ください。

救急告示・日本医療機能評価機構認定病院
医療法人 凌雲会

365 日・24 時間の
院内託児施設 ( ちびっこ園 ) あり

医療法人凌雲会は子育てサポート企業です

http://www.little-angel.biz
〒771-1201 板野郡藍住町奥野字原６９－３
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